
 

 

 

 

香 川 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に お け る  

臨 床 治 験 に 係 る 標 準 業 務 手 順 書 

第３ 版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1999 年 10 月 13 日； 病院長制定 

2003 年 10 月１ 日； 改訂第 2 版 

2004 年４ 月１ 日； 改訂第２ 版変更 

2006 年 4 月 1 日； 改訂第 3 版 

 

香川大学医学部附属病院 

治験管理センター 

 



目次 

I .  治験の原則‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1 

I I .  目的と適用範囲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2 

I I I .  治験の管理体制‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 

I V.  治験の手続き（ 全般的手続きの流れ） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4 

 1． 治験実施計画書の立案等 

 2． 治験の申し込み及び申請 

 3． 治験の契約 

 4． 治験の実施 

 5． 治験の終了 

 6． 記録の保存 

 7． その他（ 治験の流れ図）  

V.  病院長及び治験審査委員長の業務‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15 

VI .  治験責任医師、 治験分担医師及び治験担当診療科等の長の業務‥‥‥‥‥‥ 18 

VI I .  治験管理センター（ 治験事務部門） の業務‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24 

VI I I . 治験管理センタ ー（ 治験コ ーディ ネート 部門） の業務‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 30 

I X.  治験審査委員会（ I RB） の審査‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37 

 委員会名簿‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42 

X.  治験薬の管理‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43 

XI .  モニタリ ング及び監査‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 46 

XI I .  同意説明文書作成と同意取得‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48 

XI I I .  取扱規程の別紙様式‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥52 

XI V.  運用様式‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70  

 

 

 

 

 

 

 

 



本手順書に使用される用語一覧 

 

 本一覧に記載されていない用語の意義については、 本手順書本文にて特に言及されな

い場合は、 省令又はＧＣ Ｐ において定義されたところによる。  

 

省令− 厚生省令第２ ８ 号（ 最終改正厚生労働省令第１ ７ ２ 号）  

ＧＣ Ｐ − 医薬品の臨床試験の実施の基準（ Ｇ Ｃ Ｐ ） の内容（ 中央薬事審議会答申）  

   （ 平成９ 年３ 月１ ３ 日付）  

本院− 香川大学医学部附属病院 

本学− 香川大学医学部 

診療科等の長− 診療科の長又は中央診療施設等の長 

治験審査委員会− 香川大学医学部附属病院医薬品等臨床研究審査委員会 

委員会規程− 香川大学医学部附属病院医薬品等臨床研究審査委員会規程 

取扱規程− 香川大学医学部附属病院医薬品等臨床研究受託取扱規程 

治験依頼者− 治験を依頼しよう とする者を含む 

治験責任医師− 治験責任医師になろう とする者を含む 

治験分担医師− 治験分担医師になろう とする者を含む 

記名・ 捺印又は署名− 可能な限り 署名・ 捺印し 、 記名・ 捺印又は署名で可とする場合 

          がある  

Ｃ Ｒ Ｃ − 治験コーディ ネーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

I ． 治験の原則 

 

( 1)   治験は、 ヘルシンキ宣言に基づく 倫理的原則、 省令及び GCP を遵守して行われな

ければならない。  

( 2)   治験を開始する前に、 個々の被験者及び社会にと って期待さ れる利益と 予想され

る危険及び不便さとを比較考慮するものとする。期待される利益によって危険を冒す

ことが正当化される場合に限り 、 治験を開始し継続すべきである。  

( 3)   被験者の人権、 安全性及び福祉に対する配慮が最も重要であり 、 科学と 社会のた

めの利益より も優先されるべきである。  

( 4)   治験薬に関し て、 その治験の実施を支持するのに十分な非臨床試験及び臨床試験

に関する情報が得られていなければならない。  

( 5)   治験は科学的に妥当でなければならず、 治験実施計画書にその内容が明確かつ詳

細に記載されていなければならない。  

( 6)   治験は、 治験審査委員会が事前に承認した治験実施計画書を遵守して実施しなけ

ればならない。  

( 7)   被験者に対する医療及び被験者のためになされる医療上の決定に関する責任は、

医師又は歯科医師が常に負う べきである。  

( 8)   治験の実施に関与する者は、 教育、 訓練及び経験により 、 その業務を十分に遂行

しう る要件を満たしていなければならない。  

( 9)   全ての被験者から、 治験に参加する前に、 自由意思によるインフォームド ・ コン

セント を得なければならない。  

( 10)  治験に関する全ての情報は、 正確な報告、 解釈及び検証が可能なよう に記録し 、

取扱い及び保存しなければならない。  

( 11)  被験者の身元を明らかにする可能性のある記録は、 被験者のプライバシーと 秘密

の保全に配慮して保護しなければならない。  

( 12)  治験薬の製造、 取扱い、 保管及び管理は、「 医薬品、 医薬部外品、 化粧品及び医療

機器の品質管理の基準に関する省令（ Ｇ ＱＰ 省令）」 に準拠して行う ものとする。 治

験薬は治験審査委員会が事前に承認し た治験実施計画書を遵守し て使用するものと

する。  

( 13)  治験のあらゆる局面の質を保証するための手順を示し たシステムが、 運用さ れな

ければならない。  



( 14)  治験に関連し て被験者に健康被害が生じた場合には、 過失によるものであるか否

かを問わず、 被験者の損失は適切に補償されなければならない。 その際、 因果関係の

証明等について被験者に負担を課すことがないよう にしなければならない。  

 

I I ． 目的と適用範囲 

 

( 1)   本手順書は「 医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令」（ 平成 9 年 3 月 27 日

付け厚生省令第 28 号： 最終改正平成１ ６ 年１ ２ 月２ １ 日厚生労働省令第１ ７ ２ 号）

及びその関係通知（ 平成 9 年 3 月 27 日付け薬発第 430 号薬務局長通知、 平成１ ５ 年

６ 月１ ２ 日付け医薬発第 0６ １ ２ ０ ０ １ 号医薬局長通知、 平成１ ６ 年１ ２ 月２ １ 日付

け薬食発第１ ２ ２ １ ０ ０ １ 号医薬食品局長通知、平成１ ７ 年１ ０ 月２ ５ 日付け薬食審

査発第１ ０ ２ ５ ０ ０ ９ 号医薬食品局審査管理課長通知） に基づいて、香川大学医学部

附属病院（ 以下「 本院」 という ） における治験の実施に必要な手続きと運営に関する

手順を定めたものである。  

( 2)   本手順書は、 医薬品の製造販売承認申請又は承認申請事項一部変更承認申請の際

に提出すべき資料の収集のために行う 治験に対して適用する。  

( 3)   医薬品の再審査申請、 再評価申請又は副作用調査の際、 提出すべき資料の収集の

ための製造販売後臨床試験を行う 場合には、 本手順書において、「 治験」 とあるのを

「 市販後臨床試験」 と読み替えて適用するものとする。  

( 4)   本手順書の改訂があった場合、 改訂内容は改定日から適用さ れるが、 改訂から２

ヶ月以内に実施される事柄については、 治験事務局の許可を得て、 改訂前の手順によ

っても良い。  

I I I ． 治験の管理体制 

 

( 1)  治験及び製造販売後調査の倫理性、 科学性を確保することによって、 信頼に足る治

験を実施を支援することを目的として、 本院に治験管理センターを置く 。  

( 2)  香川大学医学部附属病院長（ 以下「 病院長」 という 。） は、 治験及び製造販売後調

査の実施に関する事務を円滑に進めるために、 本院治験管理センターに治験事務局を

設置し 、 本院内における治験及び製造販売後調査の業務全般の調整及び支援を行わせ

る。 また、 治験管理センター長をもって治験事務局長の任に当たらせる。  

( 3)  病院長は、 各々の治験について治験責任医師、 治験分担医師及び治験協力者を指名

し 、 当該治験の業務を遂行させる。  



( 4)  病院長は、 医薬品等臨床研究審査委員会（ 以下「 治験審査委員会」 という 。） 委員

を任命し 、 治験及び製造販売後調査に関する審査を行わせる。 また、 治験事務局に治

験審査委員会に関する事務を行わせる。  

( 5)  病院長は、 薬剤部長をもって治験薬管理者の任に当たらせる。 但し薬剤部長が管理

することが適当でない治験薬については、 当該治験の治験責任医師をもってその任に

当たらせる。  

( 6)  病院長は、 取扱規程第１ ９ 条に定める保存責任者に、 治験に係る記録等を保存させ

る。  

I V． 治験の手続き  

 

1． 治験実施計画書の立案等 

( 1)   治験依頼者は、 治験責任医師と治験実施計画書について、 あらかじめ協議し 、 治

験実施計画書及び症例報告書の見本の作成等を行う 。  

( 2)   治験依頼者は、 実施医療機関の要件等の確認について、 治験責任医師と 治験事務

局から必要事項を口答又は文書により 説明及び資料の提供を受ける。［ 履歴書、 治験

業務分担一覧表、 治験に係る諸規則、 手順書等］  

( 3)   治験責任医師は、 治験業務分担一覧表（ 別紙様式第３ 号）、 最新の履歴書及び治験

分担医師の最新の履歴書を治験依頼者に提出する。［ 治験責任医師の業務手順を参

照］  

( 4)   治験責任医師は、 あらかじ め治験依頼者及び治験事務局の協力を得て同意書の説

明文書を作成する。［ 同意説明文書作成手順を参照］  

( 5)   治験責任医師及び治験分担医師等が、 受託研究契約締結前の研究会等に出席する

場合は、治験依頼者からの派遣依頼書に基づき、依頼者の実費負担により 行う ことが

できる。［ 治験責任医師の業務手順を参照］  

 

2． 治験の申し込み及び申請 

( 1)   治験依頼者は、 治験責任医師に治験参加の確認後、 治験事務局に受託研究（ 治験）

申込書（ 別紙様式第１ 号） 及び必要書類（ 審査対象文書） を提出して治験の依頼をす

る。  

( 2)   病院長は治験事務局に命じ 、 受託研究（ 治験） 申込書の写し をもって当該治験実

施希望診療科に申し込みのあったことを通知し 、 当該治験の申請を依頼する。  

( 3)   治験責任医師は、 治験申請書（ 別紙様式第２ 号） 及び受託研究に要する経費算定



書を治験事務局に提出する。［ 治験責任医師の業務手順を参照］  

( 4)   治験事務局は、 ヒアリ ングを行い、 依頼のあった当該治験について受け入れ体制

等に関し 、 事前調査を行う 。  

( 5)   病院長は治験事務局に命じ 、 治験審査委員会（ I RB） 委員長に治験審査依頼書（ 運

用様式第 13 号） により 審査を依頼する。  

( 6)   治験審査委員会（ I RB） 委員長は委員会を招集し 、 治験の受託について審査する。

［ I RB審査手順参照］  

( 7)   治験審査委員会（ I RB） 委員長は、 審査終了後、 治験事務局に命じ治験審査結果報

告書（ 別紙様式第４ 号） 及び「 治験審査結果報告について」（ 運用様式第５ 号） を作

成し病院長の決裁を得る。  

( 8)   治験事務局職員は、 治験審査委員会（ I RB） における会議の記録を整理し 、 議事録

を作成し 、 病院長の決裁を得る。  

( 9)   病院長は、 審査結果に基づく 治験の実施に関する通知書（ 別紙様式第５ 号及び第

６ 号） をもって治験責任医師及び治験依頼者に通知する。  

 

3． 治験の契約 

( 1)   治験事務局職員は、 当該治験に係る契約について、 病院長の決裁を得た後、 治験

依頼者と受託研究契約書により 契約を締結する。 また、 契約締結に先立ち、 治験責任

医師は契約内容を確認し署名・ 捺印する。  

( 2)   治験事務局職員は、 契約が締結さ れた旨を治験責任医師、 治験薬管理者、 院内関

係部局に通知する。  

 

4． 治験の実施 

1 )  投薬前 

( 1)   治験薬管理者は、 治験依頼者から治験薬と治験薬取扱・ 管理手順書を受領し 、 医

薬品等受払簿（ 別紙様式第８ 号） に記録する。 治験薬を受領する際は医薬品等引渡書

（ 別紙様式第７ 号） を徴する。  

( 2)   治験薬管理者は、 治験薬の払い出し方法を治験責任医師及び分担医師に通知する。

また本院医療情報システムの医薬品マスタに登録する。  

( 3)   治験責任医師又は治験分担医師は、 被験予定者に当該治験の参加について治験薬

等の説明を治験審査委員会（ I RB）で承認された当該治験の同意説明文書により 行い、

承諾書（ 別紙様式第９ 号） により 同意を得る。［ 同意説明文書作成と取得の手順参照］ 



( 4)   治験責任医師又は治験分担医師は、 承諾書を取得した被験者の承諾書の写し （ 薬

剤部用） を治験薬投与に先立って治験薬管理者に提出し 、被験者としての登録を依頼

する。［ 同意説明文書作成と取得の手順参照］  

( 5)  治験責任医師又は治験分担医師は、 承諾書を取得した被験者について治験開始通知

書（ 運用様式７ 号： ４ 部複写） を治験薬投与に先立って患者サービス課に提出し 、 治

験期間等を連絡する。［ 治験責任医師の業務手順参照］  

( 6)  治験責任医師は又は治験分担医師は、 被験者が治験のために来院の都度、 治験のた

めの来院通知書 （ 運用様式第１ １ 号） を治験管理センターに送付する。［ 治験責任

医師の業務手順参照］  

 

2 )  投薬 

( 1)   治験責任医師又は治験分担医師は、 原則として処方オーダリ ングにより 処方箋を

発行し 、 治験薬の払い出しを治験薬管理者に依頼する。  

( 2)   治験薬管理者は、 治験薬管理手順書に従い被験者あるいは必要に応じて治験責任

医師又は治験分担医師に治験薬を交付する。  

( 3)   治験薬管理者は、 医薬品等受払簿（ 別紙様式第８ 号） に投薬内容を記録する。  

( 4)   治験薬管理者は、 被験者への治験薬投与状況や副作用・ 感染症等についての情報

の収集に努める。  

( 5)   治験事務局職員は、 治験実施中のモニタ リ ングに際しモニタ ーに対する対応を行

う 。  

( 6)   治験事務局職員は、 被験者、 医師、 看護婦等からの治験に関する相談があったと

きには、 それに応ずる。  

( 7)   治験依頼者及び治験責任医師は治験実施計画書の修正が生じ たときは、 治験事務

局に病院長宛の治験実施計画書変更報告書（ 変更届）を提出し 、治験審査委員会（ I RB）

で審査を受ける。［ 治験責任医師の業務手順参照］  

( 8)   治験依頼者は、 治験契約内容に変更が生じたときは、 治験事務局に病院長宛の受

託研究契約変更申請書を提出する。  

( 9)   治験依頼者は、 新たな安全性に関する情報が発生したと きは、 その旨の報告書を

治験事務局及び治験責任医師にそれぞれ提出し 、 治験審査委員会（ I RB） で審査を受

ける。  

( 10)  治験責任医師は、重篤な有害事象が発生したときは、速やかにその旨の報告書（ 別

紙様式第 14 号） により 治験事務局及び治験依頼者にそれぞれ提出し 、 治験審査委員



会（ I RB） で審査を受ける。［ 治験責任医師の業務手順参照］  

( 11)  治験責任医師は、 治験実施計画書から逸脱したときは、 その旨の通知書（ 別紙様

式第 15 号） を治験事務局及び治験依頼者にそれぞれ提出し 、 治験審査委員会（ I RB）

で審査を受ける。［ 治験責任医師の業務手順参照］  

( 12)  治験責任医師は、 緊急回避のために治験実施計画書から逸脱したときは、 その旨

の通知書（ 別紙様式第 15 号） を治験事務局及び治験依頼者にそれぞれ提出し 、 治験

審査委員会（ I RB） で審査を受ける。［ 治験責任医師の業務手順参照］  

( 13)  治験責任医師は、 治験期間が年度を越える場合及び治験審査委員会（ I RB） の要求

があった場合等には、 治験中間報告書（ 別紙様式第 10 号） を治験事務局に提出し 、

治験審査委員会（ I RB） に継続の可否についての審査を受ける。［ 治験責任医師の業務

手順参照］  

( 14)  病院長は( 7) ( 9) ( 10) ( 11) ( 12) ( 13) に記す各書類が提出さ れた場合、 治験事務局に

命じ治験審査依頼書（ 運用様式第 13 号） により 、 治験審査委員会（ I RB） に治験の継

続の可否についての審査を依頼し 、その結果を治験の継続に関する通知書（ 別紙様式

第 12 号及び 13 号） をもって当該治験を担当する診療科等の長及び治験依頼者に通知

する。  

( 15)  治験審査委員会（ I RB） 委員長は、 ( 14)に記す依頼があった場合は治験審査委員会

（ I RB） を召集し 、 当該治験の継続の可否について審査し 、 結果を治験事務局に命じ

治験継続審査結果報告書（ 別紙様式第 11 号） 及び「 治験審査結果報告について」（ 運

用様式第５ 号） を作成し病院長の決裁を得る。  

( 16)  患者サービス課職員は治験期間内に係る特定療養費の支給対象外経費を治験依頼

者に請求する。  

 

5． 治験の終了 

( 1)   治験責任医師と 当該治験担当診療科等の長は、 治験を終了又は中止したときは治

験事務局に治験（ 中止・ 終了） 報告書（ 別紙様式第 16 号） を提出する。［ 治験責任医

師の業務手順参照］  

( 2)   治験事務局職員は、 ( 1)の報告について病院長の決裁を受ける。  

( 3)   病院長は、 ( 1)の報告について治験審査委員会（ I RB） に調査を依頼し 、 I RBは調査

結果を報告する。  

( 4)   病院長は治験事務局に命じて治験（ 中止・ 終了） 通知書（ 別紙様式第 17 号） を治

験依頼者に送付する。  



( 5)   治験依頼者は、 治験責任医師から症例報告書を受領する。  

( 6)   治験依頼者は、 治験終了後、 治験薬管理者から未使用治験薬等及び医薬品等受払

簿の写しを受領する。  

 

6． 記録の保存 

( 1)   治験事務局職員等は、 実施した当該治験に係る書類を整理し 、 定められた期間保

管する。  

( 2)   治験依頼者は、 治験関係書類の保管期間が終了し た場合、 文書により 治験事務局

に報告する。  

( 3)   治験事務局職員は、 実施し た関係書類を各保存責任者と 調整の上、 処分可能なも

のについては処理する。  

 

7． その他 

  GCPに則った治験の流れを P. ９ 〜P. 14 までに掲載する。  

 

V． 病院長の業務及び治験審査委員長の業務 

 

1．  治験審査委員会の開催 

( 1)   病院長は、 病院運営委員会の議を経て治験審査委員会委員及び同委員長を任命す

る。  

( 2)   病院長は、 治験審査委員会に治験及び製造販売後臨床試験に関する審査を行わせ

る。  

( 3)   治験審査委員長は、 原則と して月に１ 回治験審査委員会を招集し 、 治験に関する

審査を行い、 その結果を病院長に報告する。  

 

2． 治験の申し込み及び申請の受付 

( 1)   病院長は、 治験依頼者に対して、 原則として審査を希望する月の l か月前に受託

研究（ 治験） 申込書（ 別紙様式第１ 号） 及び受託研究（ 治験） 実施計画期間届出書（ 運

用様式第６ 号） を審査に必要な下記資料とともに治験事務局に提出させる。  

（ ア） 治験実施計画書 

（ イ ） 治験薬概要書 

（ ウ） 症例報告書の見本 



（ エ） 同意説明文書 

（ オ） 治験業務分担一覧表（ 別紙様式第３ 号）（ 事前に治験依頼者が治験責任医師から

入手する； 3 部）  

（ カ ） 治験責任医師及び治験分担医師等の履歴書 

（ キ） 被験者の健康被害に対する補償に関する資料 

（ ク ） 予定される治験費用に関する資料（ 臨床試験研究経費ポイント 算出表ほか）  

（ ケ） 治験実施計画書の内容及びこれに従って治験を行う ことに治験責任医師と合意し

た文書の写し  

（ コ ） 被験者の募集手順（ 広告等） に関する資料（ 存在する場合）  

（ サ） その他、 治験審査委員会が必要と認める資料 

（ シ） 以上の資料の一覧表 

( 2)   病院長は、 治験依頼者が希望する診療科等に対し 、 受託研究（ 治験） 申込書の写

しをもって通知する。  

( 3)   病院長は、 通知した診療科等がこれを受け入れよう とすると きは、 当該診療科等

の長に治験申請書（ 別紙様式第２ 号） を速やかに事務局に提出させる。 その際、 治験

事務局職員（ 事務官） が作成した「 受託研究に要する経費算定書」 に、 治験責任医師

が確認し 、 必要に応じ訂正の上、 記名・ 捺印又は署名したものを添付させる。  

3． 治験実施の了承等 

( 1)   病院長は、 治験依頼者及び治験責任医師から申し 込み及び申請のあった当該治験

の実施について、 治験審査依頼書（ 運用様式第 13 号） により 治験審査委員会に意見

を求める。  

( 2)   病院長は、 治験審査委員会の治験審査結果報告書（ 別紙様式第４ 号） に基づき、

当該治験に対する指示・ 決定を行い、 その内容を治験の実施に関する通知書（ 別紙様

式第５ 号及び第６ 号） により 治験責任医師及び治験依頼者にそれぞれ通知する。その

際治験業務分担一覧表（ 別紙様式第 3 号） に記名・ 捺印することによって治験責任医

師、 治験分担医師及び治験協力者を指名する。  

( 3)   病院長は、 何らかの修正を条件に治験の実施を承認する場合、 治験責任医師又は

治験依頼者によってとられた修正措置の内容について、治験審査委員会に意見を求め

る。  

( 4)   病院長は、 次の場合にも、 前３ 項に準じて取扱う 。 その際、 治験継続審査結果報

告書（ 別紙様式第 11 号） に基づいて指示・ 決定を行い、 治験の実施に関する通知書

（ 別紙様式第 12 号及び第 13 号） により 通知する。  



（ ア） 治験依頼者及び治験責任医師より 、 治験実施計画書の変更の申し入れを受けた場

合 

（ イ ） 治験依頼者又は治験責任医師より 、 審査対象となった文書が追加、 更新又は改訂

された旨の連絡を受けた場合 

（ ウ） 治験責任医師より 、 緊急回避のために治験実施計画書から逸脱又は変更を行った

旨の連絡を受けた場合 

（ エ） 治験依頼者より 、 重篤かつ予測不能な副作用情報、 及び被験者の安全又は治験実

施に悪影響を及ぼす可能性のある新たな情報の報告を受けた場合 

（ オ） 治験責任医師より 、 重篤な有害事象の発生の報告を受けた場合 

（ カ ） 治験責任医師より 、 治験実施状況に関する定期報告を受けた場合 

（ キ） 診療科等の長及び責任医師より 、 治験責任医師又は治験分担医師の変更申請を受

けた場合 

( 5)   病院長は、 治験審査結果の確認のために審査の対象となった治験実施計画書、 症

例報告書等の文書の入手を求める旨の治験依頼者からの申し出があった場合、これに

応じる。  

 

4． 治験実施の契約等 

( 1)   病院長は、 治験実施の受託を決定した場合、 契約担当官に通知する。 契約担当者

（ 治験事務局職員） は、 治験依頼者と受託研究契約書により 契約を締結する。 契約締

結に先立ち治験責任医師の確認を求め当該契約書に署名・ 捺印を得る。  

( 2)   受託研究契約の内容を変更する場合、 前項に準じ て受託研究変更契約書により 変

更契約を締結する。この場合においても、治験責任医師の確認を求め当該契約書に署

名・ 捺印を得る。  

 

5． 治験の継続 

( 1)   病院長は、 実施中の治験において治験の期間が年度を越える場合には、 治験責任

医師に治験中間報告書（ 別紙様式第 10 号） の提出を求める。  

( 2)   病院長は、 前項による報告書の提出があったときは、 治験審査委員会に治験の継

続について意見を求めるものとする。  

 

6． 治験の中止、 中断及び終了 

( 1)   病院長は、 治験依頼者が治験の中止又は中断、 若し く は治験薬の開発中止を決定



し 、 その旨を文書で通知してきた場合は、 治験責任医師及び治験審査委員会に対し 、

速やかにその旨を通知する。  

( 2)   病院長は、 診療科等の長が治験の終了又は中止を文書（ 別紙様式第 16 号） で報告

してきたときは、治験審査委員会に治験の調査を行わせ、診療科等の長にその結果を

通知して、 治験の終了又は中止の通知を行わせる。  

 

7． 直接閲覧 

  病院長は、 治験依頼者によるモニタリ ング及び監査並びに治験審査委員会及び国内

外の規制当局による調査を受け入れるものとする。 これらの場合、 求めがあれば、 原

資料等の全ての治験関連記録を直接閲覧に供する。  

 

8． その他 

( 1)   病院長は、 以上の業務の事務手続きを治験事務局に行わせる。  

( 2)   治験審査委員長は、 以上の業務の事務手続きを治験事務局に行わせる。  

 

    

VI ． 治験責任医師、 治験分担医師及び治験担当診療科等の長の業務 

 

1． 治験責任医師の要件 

( 1)   治験責任医師は、 次に掲げる要件を満たしていなければならない。  

（ ア） 省令及びＧＣ Ｐ を熟知し 、 これを遵守できる者。  

（ イ ） 省令第４ ２ 条及びＧＣ Ｐ ６ − １ に定める治験責任医師の要件を満たし ている者。 

（ ウ） 本学の教授、 助教授、 講師又は助手。  

 

2． 治験開始までの手順 

( 1)   治験責任医師及び治験担当診療科等の長（ 以下診療科等の長という 。） は、 治験申

し込みの受理通知を受けたときは、当該治験の受け入れについて十分検討し 、 これを

受け入れよう とするときは、治験申請書（ 別紙様式第２ 号）を治験事務局に提出する。  

( 2)   治験責任医師は、 申請書を提出すると きは、 予め当該治験の治験実施計画書の内

容及びこれに従って治験を行う ことについて、治験依頼者との間で合意文書を交わす。

その際、合意文書は２ 部作成し 、１ 部は治験依頼者、１ 部は治験責任医師が保管する。  

( 3)   治験責任医師は、 申請書を提出すると きは、 治験申し込みの受理通知の際に添付



される「 受託研究に要する経費算定書」 の内容を確認し 、 必要に応じ修正した後、 所

属する診療科等の長に報告し 、 記名・ 捺印または署名して治験事務局に提出する。  

( 4)   治験責任医師は、 申請に先立ち、 治験責任医師と して治験を適正に実施し う る者

であることを証する最新の履歴書及び治験分担医師の最新の履歴書を各 2 部作成し 、

治験依頼者と 、 治験依頼者を通じて治験事務局にそれぞれ提出する。 また、 その写し

を治験責任医師が保管する。  

( 5)   治験責任医師は、 治験協力者を置く 場合には、 申請に先立ち、 当該者に履歴書の

作成を依頼し 、 当該履歴書を治験依頼者を通じて治験事務局に提出する。 但し 、 治験

管理センター所属のＣ Ｒ Ｃ を治験協力者とする場合はその限り ではない。  

( 6)   治験責任医師は、 治験実施計画書、 症例報告書の見本及び最新の治験薬概要書そ

の他必要な資料・ 情報に基づき、 治験依頼者と協議し 、 当該治験を実施することの倫

理的及び科学的妥当性について十分検討する。  

( 7)   治験責任医師は、 被験者から治験の参加に関する同意を得るために用いる同意説

明文書を治験依頼者及び治験事務局の協力を得て作成する。  

( 8)   治験責任医師は、 治験に係る重要な業務の一部を治験分担医師又は治験協力者に

分担させる場合には、 治験業務分担一覧表（ 別紙様式第３ 号） を作成し 、 申請に先立

ち治験依頼者を通じて治験事務局に提出する。  

( 9)   治験責任医師は、 治験の申請に係る書式を治験事務局に提出する際は、 治験事務

局にその内容の確認を受ける。  

( 10)  治験責任医師は、 治験審査委員会の要請に従い、 委員会に対し申請し た治験の内

容を説明し 、 その審査を受ける。  

 

3． 治験開始後の手続き  

( 1)   診療科等の長は、 病院長から治験の実施に関する通知書（ 別紙様式第５ 号） を受

けた場合、 それを治験責任医師に交付する。  

( 2)   治験責任医師は、 治験事務局職員（ 事務職員） が作成し た受託研究契約書の内容

を確認した上で、 受託研究契約書に記名・ 捺印又は署名する。  

( 3)   治験責任医師は、 治験事務局職員（ 薬剤師） から治験薬が納入され払出しが可能

となった旨の報告を受けた後、 治験を開始する。（ Ｇ Ｃ Ｐ 上、 契約締結後でなければ

治験薬を納入できない。）  

( 4)   治験責任医師は、 治験分担医師、 治験協力者等に治験実施計画書、 治験薬及び各

人の業務について十分な情報を与え、 指導及び監督する。  



( 5)   治験責任医師は、 治験への参加を求めるときは、 自ら又は治験分担医師に指示し

て、 また必要に応じてＣ Ｒ Ｃ に補助させ、 被験者等（ 被験者となるべき者又は被験者

となるべき者に同意書を得ることが困難であるときは、その代諾者となるべき者） に

当該治験について治験審査委員会で承認を得た同意説明文書を交付し たう えで十分

な説明を行い、 同意が得られたときは、 被験者等の記名・ 捺印又は署名を得て承諾書

（ 別紙様式第９ 号） を作成する。 その際、 得られた承諾書の写しに記名・ 捺印又は署

名の上、当該被験者に交付する。被験者となるべき者又は代諾者となるべき者が説明

文書を読むことができないが、他の伝達方法により その内容を理解することができる

場合には公正な立会人を立ち会わせた上で行い、承諾書に立会人の記名・ 捺印又は署

名も併せて得る。［ 同意説明文書作成と取得の手順］ 参照。  

( 7)  治験責任医師は、 自ら又は治験分担医師、 Ｃ Ｒ Ｃ に指示して、 説明に用いた同意説

明文書及び得られた承諾書を診療録（ カルテ） に貼付して保存する。 また、 承諾書の

写しを治験薬の処方に先立ち薬剤部に提出する。  

( 8)  治験責任医師は、 自ら又は治験分担医師、 Ｃ Ｒ Ｃ に指示して、 承諾書を取得した被

験者について治験開始通知書（ 運用様式７ 号： ４ 部複写の１ 枚目） を治験薬投与に先

立って患者サービス課に提出し 、 当該被験者の治験期間等を連絡する。 当該被験者の

治験期間を延長する場合は４ 部複写の２ 枚目を、 治験期間が終了した時は４ 部複写の

３ 枚目をそれぞれ患者サービス課に提出し 、 ４ 部複写の４ 枚目を保管する。  

( 9)  治験責任医師は、 自ら又は治験分担医師、 Ｃ Ｒ Ｃ に指示して、 被験者が治験のため

に来院した都度、 治験のための来院通知書（ 運用様式第１ １ 号） に必要事項を記入の

上、 治験管理センターに送付する。  

( 10)治験責任医師は、 自ら又は治験分担医師、 Ｃ Ｒ Ｃ に指示して、 治験の実施に際し 、

治験薬の正しい使用法を各被験者に説明、指示し 、当該治験薬にとって適切な間隔で、

各被験者が説明された指示を遵守しているか否かを確認する。  

( 11)  治験責任医師は、 自ら又は治験分担医師に指示して、 また必要に応じてＣ Ｒ Ｃ に

補助させ、 正確な症例報告書を作成し 、 治験分担医師が作成した症例報告書について

は、 その内容を点検したう えで記名・ 捺印又は署名し 、 治験終了後、 治験依頼者に提

出する。  

( 12)   治験責任医師は、 治験実施計画書からの逸脱行為については、 全て記録し 、 その

理由等を説明した記録を治験依頼者に提出し 、その写しを２ 部作成して、１ 部を保存、

１ 部を治験事務局に提出する。  

( 13)   治験責任医師は、 その他、 病院長の指示、 決定に従い、 かつ治験実施計画書、 省



令、 GCP及び取扱規程を遵守して治験を実施する。  

 

4． 治験実施中の義務 

( 1)   治験責任医師は、 次の場合、 当該文書を速やかに提出しなければならない。  

（ ア） 治験実施計画を変更する場合は、 治験依頼者と連名で治験実施計画変更許可願を

治験事務局に提出する。 その際、 治験実施計画の変更に関する合意書の写しを添付

する。  

（ イ ） 審査の対象となった文書を追加、 更新又は改訂する場合は当該文書を治験事務局

に提出する。  

（ ウ） 緊急回避のため治験実施計画書から逸脱又は変更した場合は、 治験実施計画書変

更（ 逸脱） 報告書（ 別紙様式第 15 号） を治験依頼者及び治験事務局に提出する。 変

更した場合は当該変更について合意書を作成して保管する。 また、 その写しを治験

事務局に提出する。  

（ エ） 重篤な有害事象が発生した場合は、 治験薬による副作用に関する報告書（ 別紙様

式第 14 号） を治験依頼者及び治験事務局に提出する。  

（ オ） 治験を年度を越えて継続する場合は、 治験中間報告書（ 別紙様式第 10 号） を治

験事務局に提出する。  

( 2)   診療科等の長は、 次の場合、 当該文書を速やかに提出しなければならない。  

（ ア） 治験責任医師又は治験分担医師を変更したい場合は、 治験分担医師の変更申請書

を変更予定日に先立って治験審査委員会の審査を受けられるよう 速やかに治験事務

局に提出する。  

( 3)   治験責任医師は、 次の場合、 治験審査委員会の要請に従い、 治験審査委員会に対

しその内容を説明し 、 当該治験の継続に関する審査を受ける。 その際、 口頭による説

明を行う か、 文書による説明を行う かは、 事前に委員長が決定する。  

（ ア） 治験依頼者より 治験実施計画書の変更の申し入れを受けた場合 

（ イ ） 治験依頼者より 審査対象となった文書が追加、 更新又は改訂された旨の連絡を受

けた場合 

（ ウ） 治験依頼者より 、 重篤かつ予測不能な副作用情報、 及び被験者の安全又は治験実

施に悪影響を及ぼす可能性のある新たな情報の報告を受けた場合 

（ エ） 診療科等の長より 、 治験責任医師又は治験分担医師の変更申請を受けた場合 

 

5． 終了・ 中止の報告の義務 



( 1)   治験責任医師は、 治験を終了又は中止したときは、 診療科等の長に報告する。  

( 2)   診療科等の長と 治験責任医師は、 治験を中止又は終了し た時は、 治験（ 中止・ 終

了） 報告書（ 別紙様式第１ ６ 号） を治験事務局へ提出する。 その際、 全症例につい

て承諾書の写しと症例報告書の写しを添付する。  

 

6． モニタ リ ング及び監査等に対する立ち会い 

( 1)   治験責任医師又は治験分担医師は、 モニタ リ ング及び監査を受けること について

同意し 、被験者にその診療情報がモニタリ ング及び監査の対象となり う ることについ

て、 同意説明文書にその旨を記載し 、 あらかじめ同意取得時に同意を得る。  

( 2)   治験責任医師又は治験分担医師は、 直接閲覧を伴う モニタ リ ング及びヒ アリ ング

の実施の際、 必要に応じて立会う ものとする。（ 立会の許可、 日時等についての連絡

調整は治験事務局職員が行い、 治験責任医師に連絡するものとする。）  

( 3)   治験責任医師又は治験分担医師は、 モニタ リ ング及び監査の実施の際に、 モニタ

ー及び監査担当者から診療録、診療情報データ等の原資科のコピーの持ち出し依頓が

あった場合は、被験者の秘密が保全された状態での持ち出しのみを許可し 、その状態

を確認する。（ 被験者のプライバシー（ 氏名、 住所等を含む） が記載された部分のコ

ピーは許可しない。 また持ち出してのコピーは許可しない。）  

( 4)   電子カルテの閲覧は事務局員またはＣ Ｒ Ｃ の立ち会いの下で、 立ち会い者のＩ Ｄ

とパスワード によって行う 。  

 

７ . 研究会等への出席時の手続き  

( 1)   契約期間内の出席については、 その費用を予め契約金額に含めておき、 その費用

をもって通常の出張として行う 。  

( 2)   契約期間外の出席については、 出席依頼者の実費負担（ 交通費、 宿泊費、 それら

のチケッ ト 等） にてよって行う ことができる。  

( 3)   ( 1)、 ( 2)いずれの場合も出席依頼者より 派遣依頼書を受理して行う ものとする。  

( 4)   報酬を受け取る場合は、 別途兼業の規定による。  

 

8． 記録の保存 

( 1)   治験責任医師は、 省令に従って治験依頼者から送付された文書を、 省令で定めら

れた期間保存する。  

( 2)   治験責任医師は、 省令に従って病院長から送付さ れた文書を、 省令で定められた



期間保存する。  

( 3)   治験責任医師は、 省令に従って依頼者に送付した文書の写し を、 省令で定められ

た期間保存する。  

( 4)   治験責任医師は、 治験管理センタ ーと 協議の上、 以上の文書又は文書の写しの保

存を治験管理センターにおいて行う ことができる。  

 

VI I ． 治験管理センター（ 治験事務部門） の業務 

 

1． 設置目的 

( 1)   病院長は治験並びに製造販売後臨床試験の実施に関する事務及び支援等業務を円

滑に進めるための事務局として、医学部附属病院治験管理センター（ 以下センターと

いう 。） に治験事務局を設置し 、 院内における治験並びに製造販売後臨床試験の業務

全般の管理を行わせる。  

( 2)   センタ ー長が治験事務局長として治験事務局の業務を管理し 、 センター（ 治験事

務部門） が事務局の業務を行う 。  

 

2． 治験事務局の業務 

( 1)   治験並びに製造販売後臨床試験の実施に関して必要な手順書の作成。  

( 2)   治験並びに製造販売後臨床試験に関する依頼の受付、 指示・ 決定通知等に係わる

事務。  

( 3)   治験並びに製造販売後臨床試験の実施に関して必要な調査及び連絡調整。  

( 4)   治験審査委員会の運営等に関する事務。  

( 5)   治験並びに製造販売後臨床試験の契約に係わる手続き等の業務。  

( 6)   本院の医師、 薬剤師、 看護婦、 技師等への治験並びに製造販売後臨床試験に関す

る啓蒙。  

( 7)   モニタリ ング並びに監査への対応。  

( 8)   規制当局による調査への対応。  

( 9)   被験者等からの相談等への対応。  

( 10)  治験並びに製造販売後臨床試験に係る記録等の保存。  

( 11)  その他、 治験並びに製造販売後臨床試験の実施に関する業務の円滑化を図るため

に必要な事務及び支援等。  

( 12)  未承認医薬品等の臨床使用の実施に関する受付、 指示、 決定通知等に係る事務。  



 

3． 治験事務局の職員 

（ 1） センター長             １ 名（ 併任）  

（ 2） 副センター長（ 治験事務部門）  １ 名（ 併任）  

（ 3） 薬剤師               ２ 名（ 兼務）  

（ 4） 事務職員             ３ 名（ 兼務； 管理課管理係２ 名、患者サ

ービス課外来係１ 名）  

 

4． 治験事務局職員の業務手順 

1 )  治験依頼の受付前 

( 1)   治験事務局職員は、 治験依頼者から本院における治験の受託体制、 管理体制、 治

験審査委員会に関しての要件の確認の依頼があったときは、当該治験依頼者に対して

説明及び関係資料の提供を行う 。 提供可能な資料は下記の通り である。  

（ ア） 取扱規程及び委員会規程及びそれらに関する申し合わせ（ 別紙様式等を含む）  

（ イ ） 本手順書 

（ ウ） 委員会委員名簿 

（ エ） 受託研究契約書の様式 

 

2 )  治験申込書の受け付け 

( 1)   治験事務局職員は、 治験依頼者から治験の申し込みに係る書類（ 受託研究（ 治験）

申込書（ 別紙様式第１ 号） 及び受託研究（ 治験） 実施計画期間届出書（ 運用様式第６

号）） 及び審査に必要な下記の資料の提出があったときは、 書類及び資料に不備がな

いことを確認のう え受理する。 資料のう ち（ ア） 〜（ エ） は１ ファ イルとして治験審

査委員会資料及び保存用として必要部数提出させる。  

（ ア） 治験実施計画書 

（ イ ） 治験薬概要書 

（ ウ） 症例報告書の見本 

（ エ） 同意説明文書 

（ オ） 治験業務分担一覧表（ 別紙様式第３ 号）（ 事前に治験依頼者が治験責任医師とな

るべき者から入手する）  

（ カ ） 治験責任医師の履歴書及び治験分担医師等の履歴書 

（ キ） 被験者の健康被害に対する補償に関する資料 



（ ク ） 予定される治験費用に関する資料（ 臨床試験研究経費ポイント 算出表ほか）  

（ ケ） 治験実施計画書の内容及びこれに従って治験を行う ことに治験責任医師と合意し

た文書の写し  

（ コ ） 被験者の募集手順（ 広告等） に関する資料（ 存在する場合）  

（ サ） その他治験審査委員会が必要と認める資料 

（ シ） 以上の資料の一覧表（ 診療科から提出される「 治験申請書］ 及び「 受託研究（ 治

験） に要する経費算定書」 を追加して記載する。）  

( 2)   治験事務局職員は、 治験依頼者から治験の申し込みに係る書類の提出があったと

きは、受託研究（ 治験） 申込書（ 別紙様式第１ 号） に記載された「 治験担当診療科等」

に対し 、申込書の写し及び治験申請書用紙を交付して、治験の申し込みの受理通知を

行う 。 治験事務局職員（ 事務職員） は、 その際受託研究に要する経費算定書の積算案

を作成し 、 治験責任医師に交付する。  

( 3)   治験事務局職員は、 治験責任医師から治験の申請に係る書類（ 治験申請書（ 別紙

様式第２ 号） 及び受託研究に要する経費算定書） の提出があったときは、 書類に不備

がないことを確認のう え受理する。  

( 4)   治験事務局職員は、 治験依頼者から治験の申し込みがあったときは、 提出資料等

の内容に関し 、 ヒアリ ングを行う 。  

( 5)   治験事務局職員は、 内容確認の上受理した治験に治験管理番号を付するものとす

る。  

 

3 )  治験審査委員会への審査依頼 

( 1)   治験事務局職員は、 治験依頼者及び治験責任医師から治験の申し込み及び申請に

係る書類を受理したときは、 治験審査依頼書（ 運用様式第 13 号） を作成し 、 当該治

験に係る審査資料を添付し 、 治験審査委員会に提出して審査を依頼する  

( 2)   治験事務局職員は、 治験審査委員会開催にあたって委員長名により 各委員へ開催

を通知するための起案をし 、 委員長の決裁を得る。（ なお、 治験事務局職員は、 事前

に委員会の開催日時について、治験事務局長を含め、委員長及び各委員の連絡調整を

行う 。）  

( 3)   治験事務局職員は、 前項の決裁を得た後、 原則と して治験審査委員会開催日の２

週間前までに各委員に開催を通知する。  

( 4)   治験事務局職員は、 原則と して治験審査委員会開催日の１ 週間前までに審査資料

を各委員に配布する。 電子会議（ ペーパーレス会議） とする場合は、 資料配付に代わ



り 資料の画像データを資料閲覧用サーバにアッ プロード する。但し外部委員には同デ

ータを電子的に送付する。  

 

4 )  審査結果の報告、 議事録作成及び指示決定通知 

( 1)   治験事務局職員は、 治験審査委員会終了後、 その結果を治験審査結果報告書（ 別

紙様式第４ 号） により 病院長に報告し 、 併せて決裁後契約依頼する起案をし 、 治験審

査委員長及び管理課と合議の上、 病院長の決裁を得る。  

( 2)   治験事務局職員は、 治験審査委員会の議事録を作成し 、 保存する。 作成した議事

録は前項の報告と同時に、 病院長の決裁を得る。  

( 3)   病院長が前々項の報告書に基づき、 治験責任医師及び治験依頼者にその指示決定

の通知をするときは、 治験事務局職員は、 指示決定の通知に係る起案をし 、 前々項の

報告と同時に病院長の決裁を得た後、 病院長の記名・ 捺印を得た上で、 治験の実施に

関する通知書（ 別紙様式第５ 号及び第６ 号） により 速やかに治験責任医師及び治験依

頼者に通知する。  

( 4)   治験事務局職員は、 病院長が何らかの修正を条件に治験の実施を承認する場合に

おいて治験責任医師及び治験依頼者によってと られた修正措置内容を次回治験審査

委員会において報告し 、 その意見を求め、 結果を議事録にて病院長に報告する。  

 

5 )  契約締結の手順 

( 1)   治験事務局職員（ 事務職員） は病院長が治験実施の受託を決定したときは、 治験

依頼者と受託研究契約を締結するための事務を行う 。  

( 2)   前項の契約の締結の伺いは、当該受託研究契約書（ 案） により 治験事務局職員（ 事

務職員） が起案し 、 病院長の決裁を得た上で行う 。  

( 3)   契約締結後、 治験責任医師に当該契約書の内容を確認さ せ、 契約書に署名・ 捺印

を得るものとする。  

 

6 )  契約完了の通知 

( 1)   治験事務局職員（ 事務職員） は、契約締結後、速やかに収入契約決議書を作成し 、

決裁後、当該通知に基づき当該受託研究経費に係る香川大学学長が発する請求書の発

行手続きを行なう 。 また、 発行された請求書は、 治験事務局において当該治験依頼者

へ発送する。  

 



7 )  治験期間内に係る特定療養費の支給対象外経費 

( 1)   支給対象外経費については、 当該治験に係る研究経費（ 直接経費及び間接経費）

とは別に、患者サービス課において毎月全額が確定した都度、患者サービス課におい

て債権発生等通知書を作成し 、 被験者の診療に際して実施した検査、 画像診断、 投薬

及び注射の内容を添付して当該支給対象外経費に係る請求書を発行して、治験依頼者

へ発送する。  

 

8 )  その他の報告事項に係る手順 

( 1)   治験事務局職員は、 次に掲げる報告等があったと きは、 速やかにそれらに係る起

案をし 、 病院長の決裁を得る。  

（ ア） 治験依頼者 又は治験責任医師から治験実施計画変更許可願の提出があったとき。

なお、 これに伴い受託研究変更契約書により 変更契約を締結するときは、 契約締結

の手順により 行う 。  

（ イ ） 治験責任医師から治験実施変更（ 逸脱） 報告書（ 別紙様式第 15 号） の提出があ

ったとき。  

（ ウ） 治験責任医師から重篤な有害事象に関する報告書（ 別紙様式第 14 号） の提出が

あったとき。  

（ エ） 治験依頼者から新たな安全性情報に関する報告書の提出があったとき。  

（ オ） 治験責任医師から治験中間報告書（ 別紙様式第 10 号） の提出があったとき。  

（ カ ） 治験依頼者から医薬品製造（ 輸入） 承認取得及び開発の中止、 治験の中止・ 中断

に関する報告書の提出があったとき。  

（ キ） 治験責任医師から治験（ 中止・ 終了） 報告書（ 別紙様式第 16 号） の提出があっ

たとき。  

( 2)   治験事務局職員は、 ( 1)  の（ ア） から （ オ） による報告等があったと きは、 ４ −

３ ）、 ４ − ４ ） に準じた業務を行う 。 但し治験審査結果報告書（ 別紙様式第 4 号） に

代わり 、 治験継続審査結果報告書（ 別紙様式第 11 号） を、 治験の実施に関する通知

書（ 別紙様式第 12 号及び第 13 号） に代わり 、 治験の継続に関する通知書（ 別紙様式

第 5 号及び第 6 号） を使用する。  

( 3)   治験事務局職員は、 ( 1)  の（ カ） による報告があったときは、 病院長に決裁を得

た後、 当該報告書の写しを治験責任医師に通知する。  

( 4)   治験事務局職員は、 ( 1)  の（ キ） による報告があったときは、 病院長の決裁を得

た後、 治験審査委員会に提出して調査を依頼する。  



 

9 )  記録の保存 

( 1)   治験事務局職員は、実施した当該治験に係る書類（ I RBの活動等に関するものを合

む） を整埋し 、 定められた期間保管する。  

( 2)   治験依頼者から治験関係書類の保管期間が終了し た旨の文書の提出があったとき

は、 治験事務局職員は、 治験関係書類に関し 、 各保存責任者と協議の上、 処分可能な

ものについては処理する。  

 

VI I I ． 治験管理センター（ 治験コーディ ネート 部門） の業務 

 

1． 治験コーディ ネーター（ 以下Ｃ Ｒ Ｃ という 。） の指名 

  Ｃ Ｒ Ｃ の業務は、 病院長からＣ Ｒ Ｃ と して任命された治験管理センター職員が行う 。

個々の治験について、 その担当となるべきＣ Ｒ Ｃ は、 治験の申し込みに先立ち、 治験

管理センター副センター長（ 治験コーディ ネート 部門担当） が当該治験の治験責任医

師と協議の上、 必要に応じて決定する。 当該治験の担当となるＣ Ｒ Ｃ は、 治験の申請

の際、治験協力者としてその業務の内容と共に治験業務分担一覧表（ 別紙様式第３ 号）

に記載され、 Ｉ Ｒ Ｂの審査を経て承認されることによって指名される。  

 

2． 依頼者側担当者からのヒアリ ング 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ となるべき者は、 依頼者が提出した審査用に提出する予定の資料（ 治験実

施計画書、 治験薬概要書、 症例報告書の見本、 同意説明文書の見本等） を熟読し 、 問

題点、 疑問点を洗い出しておく 。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ となるべき者は、 治験事務局職員が行う ヒ アリ ング［ 治験事務局の業務手

順を参照］ に同席し 、 治験薬の概要、 予想される副作用、 治験スケジュール、 被験者

の選択基準及び除外基準、 症例登録手続き、 群間比較試験の場合の割り 付け方法、 臨

床検査項目、 保存すべき原資料の範囲等を確認する。 また、 前項の問題点、 疑問点を

解決する。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ となるべき者は、 依頼者側が特に希望する業務（ 被験者への器具等の使用

方法の説明、 服薬日誌等の記入方法の説明等） があればその内容を確認する。  

( 4)   Ｃ Ｒ Ｃ となるべき者は、治験を進めるにあたり 必要な資料・ 物品（ ワークシート 、

外注検査用のキッ ト 等） を確認し 、 そのリ スト を作成する。 また、 必要に応じて依頼

者側担当者に、治験を適正に実施するう えで、使用すれば有効と考えられるゴム印や



シール等の作成を依頼する。  

( 5)   Ｃ Ｒ Ｃ となるべき者は、 本院で治験を実施するに当たって、 依頼者側が用意した

同意取得のための説明文書に不備な点があれば指摘し 、また必要に応じて適当な文面

を示して、Ｉ Ｒ Ｂ審査用の同意説明文書の作成と治験責任医師の同意を得ることを依

頼者側に依頼する。  

 

3． 業務内容の決定 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ となるべき者は、 当該治験におけるＣ Ｒ Ｃ の業務内容を、 治験依頼者、 治

験責任医師、 治験管理センター副センター長（ 治験コーディ ネート 部門担当） と協議

し 、 必要に応じて治験コーディ ネーターの業務内容（ 運用様式第８ 号） を治験責任医

師と共に２ 部作成し 、 １ 部を治験責任医師に保管依頼し 、 １ 部を保管する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ となるべき者は、 決定した業務内容を氏名と共に治験協力者とし て治験業

務分担一覧表（ 別紙様式第３ 号） に記載するよう 治験責任医師に依頼する。 なお、 治

験コーディ ネーターの業務内容（ 運用様式第８ 号） を作成する場合、 分担する業務の

内容記入欄には「 別紙の通り 」 と記載して、 運用様式第８ 号の写しを添付する。  

( 3)   治験責任医師は、 前項の治験業務分担一覧表（ 別紙様式第３ 号） と共に、 申請に

先立ち治験事務局に提出する。  

 

4． 開始時協議 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験の開始に先立ち、 治験責任医師と の間で、 業務の細かな分担、 連

絡方法等を協議する。 また、 被験者との面談の方法等を協議しておく 。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験の開始に先立ち、 治験責任医師の協力を得て、 外来または病棟の

看護師、医師等、当該治験の被験者に関わる予定のあるスタッ フにＣ Ｒ Ｃ 業務を行う

ことを連絡する。  

 

5． 治験実施中の業務 

以下の業務は、 Ｃ Ｒ Ｃ 、 治験依頼者側担当者、 治験責任医師及び治験管理センター副セ

ンター長（ 治験コーディ ネート 部門担当） が協議のう え、 個々の治験において実施す

るか否かを決定する。  

1 )  被験者のリ クルート 及びスクリ ーニング 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験責任医師がリ クルート した被験者候補について、 選択基準及び除

外基準に照らして、 被験者としての資格をスクリ ーニングする。 その際、 当該治験で



用意されている登録用紙を利用しても良い。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験責任医師の依頼を受け、 または治験責任医師に働きかけて、 治験

責任医師から示された患者の中から被験者候補を検索する。  

 

2 )  説明と同意の取得 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 被験者候補の来院日までに同意説明文書及び承諾書（ 別紙様式第９ 号）

を準備し 、 必要に応じ 、 同意説明文書に連絡先（ 担当医師、 相談窓口） を記入する。 

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験責任医師又は治験分担医師が被験者候補に同意取得のための説明

を行う 際に、同席し 、または説明が行われた後に治験期間、検査項目、スケジュール、

費用、 負担軽減費の支給等について補足説明を行い、 また、 治験に関する質問及び相

談に答える。 その際、 可能な限り 、 被験者候補が内容を十分理解でき、 参加について

十分考慮でき、 また必要であれば第三者に相談できる時間を取れるよう 配慮する。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 被験者候補に補足説明した治験において同意が得られた場合は、 承諾

書（ 別紙様式第９ 号） の治験協力者の欄に記名・ 捺印又は署名し 、 日付を記入し 、 最

終的な記載事項の確認を行う 。  

( 4)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 被験者候補に補足説明した治験において同意が得られた場合は、 得ら

れた承諾書の診療録貼付用を診療録に綴じ込み、被験者交付用を被験者に交付し 、終

了報告書添付用を治験責任医師に保管依頼し 、薬剤部提出用及び患者サービス課提出

用を薬剤部に提出するか、 またはこれらの作業を担当医師に依頼する。  

 

3 )  患者情報収集 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、治験開始までに被験者と面接し 、被験者の家族・ 社会的背景、既往歴、

他院への通院の有無、他院等での併用薬の有無等、治験参加に対しての不安や疑問の

有無を確認し 、 被験者情報記録（ 運用様式第９ 号） に記入する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 医療情報端末等から被験者基本情報及び、 処方、 検査結果等の情報を

入手し 、 治験経過記録（ 運用様式第 10 号） に記入して、 被験者毎に作成したファイ

ルに被験者情報記録（ 運用様式第９ 号） その他被験者の治験に関する記録と共に保管

する。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 必要に応じて、 病歴室にて、 または病歴室から借り 出して診療録を閲

覧し 、被験者の治験の進行に関する情報を収集して被験者情報記録（ 運用様式第９ 号）

及び治験経過記録（ 運用様式第 10 号） に記入する。  

 



4 )  スケジュール管理 

( 1)  Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験開始時に治験中の担当医師が行う べき処方、 検査、 問診等、 実施計

画書中に要求されている項目及び治験開始（ 期間変更・ 終了） 通知書（ 運用様式第７

号： Ⅶ． 治験の手続き参照） の送付、 治験のための来院通知書の送付等の院内諸手続

きを時系列で記載し たスケジュール一覧を依頼者側担当者の協力を得て被験者毎に

作成し 、 被験者の来院前等、 必要の都度、 担当医師に送付して注意を喚起する。 送付

した旨とその内容を日付と共に治験経過記録（ 運用様式第 10 号） に記載する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、治験開始時に治験中の被験者が行う べき来院（ 受けるべき検査、処方）、

服薬、自己の症状の記録等、実施計画書中に要求されている項目を時系列に記載した

スケジュール一覧を依頼者側担当者の協力を得て被験者毎に作成し 、被験者の来院時

等、必要の都度、被験者に交付し 、または担当医師に交付を依頼して注意を喚起する。

また、 必要に応じて、 被験者の来院予定日前日等に、 被験者に電話連絡を行い来院日

時等を確認し 、被験者の都合で来院できない場合は担当医師と連絡を取り 、来院日を

変更する。交付または交付を依頼した旨とその内容、及び被験者への電話連絡内容を

を日付と共に治験経過記録（ 運用様式第 10 号） に記載する。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験開始時にＣ Ｒ Ｃ 自身が行う べき行為（ 前２ 項のスケジュール管理

を含む） を時系列に記載したスケジュール一覧を作成し 、 これを基に業務時間の調整

を行う 。  

( 4)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験開始時に治験に伴う 併用禁止薬、 併用制限薬一覧を作成し 、 診療

録に綴じ込んで、 他科の医師に対して注意を喚起する。  

( 5)   Ｃ Ｒ Ｃ は、治験実施中、被験者の来院予定日前日等に被験者への電話連絡を行い、

受診日の確認、残薬等持参すべきものの確認を行う 。確認した内容を日付と共に治験

経過記録（ 運用様式第 10 号） に記載する。  

 

5 )  被験者との面接 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 必要に応じて被験者と の面談を行い、 服薬状況、 有害事象の有無、 併

用薬剤の有無を確認する。 面談した内容を日付と共に治験経過記録（ 運用様式第 10

号） に記載する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 必要に応じて治験相談窓口の担当となり 、 電話または面談により 被験

者からの相談及び質問に応える。 その際は、 相談、 質問及びそれに対する回答内容を

日付と共に治験経過記録（ 運用様式第 10 号） に記載する。 また、 その内容を担当医

師に報告する。  



 

6 )治験薬の処方及び被験者による服用等の管理 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 被験者に治験薬の服用方法、 残薬、 空容器等の回収方法、 服薬日誌の

記入方法等の説明を行う 。 説明した内容を日付と共に治験経過記録（ 運用様式第 10

号） に記載する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 必要に応じて被験者から残薬、 空容器等を回収し 、 担当医師に報告の

上薬剤部に返却する。返却した旨及び回収した数量を日付と共に治験経過記録（ 運用

様式第 10 号） に記載する。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験薬処方に際して、 処方予定日前日等に担当医師に処方治験薬名、

用量・ 用法等のリ スト を交付して処方を支援する。その際、必要に応じて治験開始（ 期

間変更・ 終了） 通知書、 治験のための来院通知書及び承諾書の写しの送付等、 各部署

への連絡を併せて依頼する。［ スケジュール管理の項を参照］  

 

7 )  検査の管理 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 外注検査がある場合、 予め治験依頼者側担当者、 外注検査委託業者、

治験責任医師と 、 外注検査用キッ ト （ 以下キッ ト という 。） の保管、 検体採取方法及

び保存方法等について打ち合わせを行い、 キッ ト を検査実施まで保管する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 外注検査実施に際してキッ ト を担当医師または検体採取係の元に持参

し 、 検体採取を依頼し 、 検体を保管する。 外注検査委託業者に連絡し 、 検体の回収と

測定を依頼する。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 また、 外注検査結果を、 担当医師とは別途に送付してもらい、 治験経

過記録（ 運用様式第 10 号） に貼付し保管する。  

( 4)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験のための検査が実施さ れる際は、 検査前日等に担当医師に検査リ

スト を交付して検査の欠落を防止する。［ スケジュール管理の項を参照］  

 

8 )  症例報告書の作成補助 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 必要に応じて症例報告書の記載項目の内、 検査値等、 判断を伴わない

項目の記載を補助する。 その際は、 必ず担当医師の監修を受ける。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、症例報告書の治験依頼者への提出に先立ち、記入漏れ、訂正印、署名・

捺印の漏れ等をチェ ッ クする。 また、 終了報告書添付用の写しを作成する。  

 

9 )  有害事象発生時の対応 



( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 他施設あるいは海外で発生した有害事象の報告を治験責任医師と共に

Ｃ Ｒ Ｃ にも送付されるよう 依頼しておき、 送付された場合、 Ｉ Ｒ Ｂでの説明（ 意見書

作成） の補助を行う 。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 院内で副作用、 重篤な有害事象が発生した場合は、 治験実施計画書及

び本院の規程に従い、治験責任医師が必要な手続きを行う ための補助を行う 。具体的

には必要書式の準備、 記入項目の情報の収集、 書類の提出等である。  

 

10 )  同意説明文書の改訂 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 Ｉ Ｒ Ｂにて同意説明文書の改訂を条件に承認された場合等、 治験依頼

者側担当者及び治験責任医師と協議して同意説明文書内容を変更し 、治験依頼者側担

当者に同意説明文書変更届け、及び改訂された同意説明文書をＩ Ｒ Ｂ審査書類として

提出するよう 依頼する。  

 

11 )  治験の終了手続き  

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験症例が終了または中止となった場合は、 担当医師に対し て患者サ

ービス課へ治験終了通知書（ 運用様式第７ 号： Ⅶ． 治験の手続き参照） を送付するよ

う 依頼する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験症例が終了または中止となった場合は、 担当医師に対し て可及的

速やかに症例報告書を作成するよう 依頼し 、 症例報告書の作成補助を行う 。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験が終了または中止となった場合は、 担当医師に対して、 治験（ 終

了・ 中止） 報告書（ 別紙様式第 16 号） を提出するよう 依頼し 、 判断を伴わない項目

の記載を補助し 、 また添付する症例報告書の写しを提供する。  

 

12 )  モニタリ ング及び監査への対応 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 予め治験依頼者側担当者に対してモニタ リ ング及び監査の申し込みを

行う ときはＣ Ｒ Ｃ に連絡するよう 申し入れておく 。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 モニタ リ ング及び監査の申し込みがあった場合は、 治験責任医師と協

議してモニタリ ングまたは監査当日にＣ Ｒ Ｃ と担当医師の対応分担を決定する。ただ

し 、 Ｃ Ｒ Ｃ が対応の全てを行う ことはできない。  

( 3)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 必要に応じてモニタ リ ング及び監査の申し込みの際に必要と された資

料の準備を補助する。  

( 4)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 必要に応じてモニタ リ ング及び監査のための場所として治験管理セン



ターの部屋の使用を申し入れ、 許可を得る。  

( 5)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 モニタ リ ングまたは監査当日に自らの対応が終了した後、 担当医師に

連絡し 、 不明内容の確認と担当医師の対応を依頼する。  

( 6)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 モニターまたは監査担当者から原資料のコピーの持ち出しを希望され

た場合は、同意説明文書中にコピーの持ち出しを認める旨の文章が記載されているこ

とを確認した上で、 Ｃ Ｒ Ｃ 立ち会いの元でのコピーを許可し 、 コピー中に被験者のプ

ライバシーに関する内容が含まれていないことを確認した上で持ち出しを許可する。 

 

13 )  書類の保管 

( 1)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 自らが作成した被験者情報記録（ 運用様式第９ 号）、 治験経過記録（ 運

用様式第 10 号） 及びその他の記録、 資料を被験者毎にファイルし 、 治験終了まで保

管する。治験終了後は治験事務局に依頼して、治験事務局が保管する当該治験に係る

書類と共に保管する。  

( 2)   Ｃ Ｒ Ｃ は、 治験責任医師の保管すべき書類（ 終了報告書用承諾書の写し 、 症例報

告書用紙等） を治験責任医師の依頼により 治験終了まで保管する。終了報告書提出時

等必要に応じて返却し 、 書類等の提出を依頼する。  

 

I X． 治験審査委員会（ I RB） の審査 

 

１ ． 設置目的 

  治験審査委員会における審査は、 香川大学医学部附属病院における薬事法上の治験

及び市販後調査について、 その倫理性及び科学性を確保することを目的とする。  

 

2． 治験審査委員会の組織 

（ 1） 病院長補佐（ 診療担当） １ 名 

（ 2） 診療科長（ 中央診療施設等の長を含む。） のう ちから５ 名 

（ 3） 検査部長１ 名 

（ 4） 薬剤部長１ 名 

（ 5） 看護部長１ 名 

（ 6） 医学、 歯学又は薬学以外の分野を専門とする者のう ちから１ 名 

（ 7） 管理課長 

（ 8） 患者サービス課長 



（ 9） 本院と利害関係を有しない学外の学識経験者のう ちから２ 名 

（ 10） その他病院長が必要と認めた者 

 

3． 会議の開催及び成立要件 

( 1)   治験審査委員会は、 前項 ( 7)  ( 8)  の委員の内から１ 名以上、 ( 9)  の委員の内から

１ 名以上、 それ以外の委員の内から６ 名以上の出席により 成立する。  

( 2)   委員は、 自己の申請に係わる治験及び市販後調査の審査及び採決には、 参加する

ことができない。  

( 3)   治験審査委員会の議決は、 審議に参加した委員の全員の同意によるものとする。  

 

4． 会議開催手順 

1 )   会議開催までの手順 

( 1)   治験審査委員会の開催にあたっては、 原則と して開催日の２ 週間前までに、 あら

かじめ委員長名で開催通知を各委員あてに通知する。  

( 2)   治験事務局職員は、 会議の開催通知（ 案） を起案し 、 委員長の決裁を得た上で、

各委員に通知する。  

( 14)  治験事務局職員は、原則として治験審査委員会開催日の１ 週間前までに審査に必要

な審査資科を各委員に配布する。資料はパソコンで閲覧可能な電子ファイルであっ

ても良い。  

( 15)  治験審査委員長は、緊急の開催が必要と認めた場合は、 ( 1)〜( 3)の手順によらず開

催することができる。その際治験事務職員は、必要な手順をもって開催に係る事務

処理を行う 。  

 

2） 委員以外の者の出席 

( 1)   治験審査委員会は、 委員以外の者を出席させ、 その意見又は説明を聴く ことがで

きる。  

( 2)   治験審査委員会に委員以外の者の出席を求める場合は、 治験事務局職員は、 あら

かじめ委員会に出席を求める者に会議開催日時、出席を求める内容に関して連絡調整

を行う 。  

 

5． 審査手順 

  治験審査委員会は、 治験審査依頼書（ 運用様式第 13 号） 及び審査資科に基づき、



以下に掲げる事項について当該治験並びに市販後調査の実施及び継続についての適

否、 その他治験並びに製造販売後臨床試験に関する調査及び審査を行う 。  

 

1 )  治験の申請時 

( 1)   治験審査委員長は、 治験申請時における以下の事項について、 当該治験を実施又

は継続することの妥当性について、倫理的、科学的及び医学的見地から調査及び審議

し 、 記録を作成するものとする。（ 治験実施中の実施計画書及び説明文書等の改定さ

れた場合を合む。）  

（ ア） 本院において十分な臨床観察及び試験検査を行う ことができ、 かつ、 緊急時に必

要な措置を講じることができる等、 当該治験を適切に実施できることについて  

（ イ ） 治験責任医師及び治験分担医師が当該治験を実施する上で適格であるか否かを最

新の履歴書により 検討することについて  

（ ウ） 治験の目的、 計画及び実施が妥当なものであることについて  

（ エ） 被験者の同意を得るに際して、 同意説明文書の内容が適切であることについて  

（ オ） 被験者の同意を得る方法が適切であることについて  

（ カ ） 被験者への健康被害に対する補償の内容が適切であることについて  

（ キ） 予定される治験費用が適切であることについて  

（ ク ） 被験者に対する支払いがある場合には、 その内容・ 方法が適切であることについ

て  

（ ケ） 被験者の募集手順（ 公告等） がある場合には、 募集の方法が適切であることにつ

いて  

（ コ ） 被験者の同意取得が困難な場合及び被験者が同意文書を読めない場合並びに非治

療的な治験又は緊急状況下における救命的治験においては、 医薬品の臨床試験の実

施の基準に示された内容が説明又は遵守されていることについて  

 

2 )  治験の実施期間中又は終了時 

( 1)   治験審査委員会は、 治験の実施期間中又は終了時（ 契約期限の到来日を含む。） に

おける以下の事項について調査及び審議し 、 記録を作成するものとする。  

（ ア） 被験者の同意が適切に得られていることについて  

（ イ ） 被験者に対する緊急の危険を回避するなど医療上やむを得ない事情のために行っ

た治験実施計画書からの逸脱又は変更の妥当性について  

（ ウ） 被験者に対する危険を増大させるか又は治験の実施に重大な影響を及ぼす治験に



関するあらゆる変更の妥当性について  

（ エ） 治験の実施中に本院において発生した重篤な副作用について検討し 、 当該治験の

継続の可否について  

（ オ） 被験者の安全又は当該治験の実施に悪影響を及ぼす可能性のある重大な新たな情

報について検討し 、 当該治験の継続の可否について  

（ カ ） 治験終了、 治験の中止又は中断及び開発の中止についての確認について  

( 2)   治験審査委員会は、 実施中の各治験については、 被験者に対する危険の程度に応

じて、治験の期間が 1 年を超える場合には少なく とも l 年に 1 回の頻度で治験が適切

に実施されているか否かを継続的に審査するものとする。その時期は原則として年度

を超えて申請がなされた時とする。 また、 必要に応じて、 治験の実施状況について調

査を行い、間題点等があれば治験責任医師等を委員会に出席させ、その意見又は説明

を求めることができる。  

( 3)   治験審査委員会は、 必要に応じ院内において実施中の治験の進行状況をチェ ッ ク

し 、 間題点を確認したときは、 治験責任医師又は分担医師を委員会に召集し 、 その意

見及び説明を聴取する。  

( 4)   ( 3)の進行状況の確認の中で、 治験実施計画書からの逸脱などが確認されたときは、

委員長に報告し速やかな対応を治験責任医師に求める。  

 

3 )  審査の判定とその後の手続き  

 ( 1)   治験並びに市販後調査の実施及び継続等の審議結果に基づく 判定は、 次の各号の

いずれかによるものとする。  

（ ア） 承認する。  

（ イ ） 修正の上で承認する。  

（ ウ） 却下する。  

（ エ） 既に承認した事項を取り 消す（ 治験の中止又は中断を含む。）  

（ オ） 保留（ 継続審議） とする。  

( 2)   治験審査委員会は、 治験の審議終了後、 その結果を審査結果報告書（ 別紙様式第

４ 号） 及び「 治験審査結果報告について」（ 運用様式第５ 号） により 、 速やかに病院

長に報告するものとする。  

( 3)   ( 2)の報告に際し 、 治験事務局職員は、 治験審査結果報告書（ 案） を起案し 、 委員

長、 管理課及び事務部長の合議を経た上で、 病院長の決裁を得る。  

 



6． 書面審査 

( 6)  治験審査委員会は、承認済の治験並びに製造販売後臨床試験について実施期間内の

以下の項目については、 書面審査を行う ことができる。  

（ ア） 進行中の治験のう ち研究期間が１ 年を超えること と なる治験または当該年度を

超過することとなる治験の継続に係る審査 

（ イ ） 薬事法第８ ０ 条の２ 第６ 項に規定する副作用等に関する通知（ 以下「 副作用等に

関する通知」 と いう 。） を受けた場合で、 委員長が事前に書面調査が適当であると

判断した継続に関する審査 

（ ウ） 副作用等に関する通知を受けた場合で、 研究期間が終了しているもの又は終了報

告書が提出されているもの 

（ エ） 進行中の治験の実施計画書に変更がある場合で、 変更の内容が事務的事項に限ら

れているものの継続に係る審査 

（ オ） その他委員会が書面審査によること と し て差し 支えないと 認める事項に関する

審査 

( 2)   治験審査委員長が審査を書面審査とし たときは、 治験事務局職員は予め治験責任

医師に対して治験の継続に関する意見書（ 運用様式第４ 号） の提出を依頼し 、 これを

治験審査委員会に提出して審査を依頼する。  

 

7． 記録の保存 

( 1)   治験審査委員会において保存する文書等は、 次に掲げるものとする。  

（ ア） 治験並びに製造販売後臨床試験に関する取扱規則等及び手順書 

（ イ ） 治験並びに製造販売後臨床試験に関する審査資料 

（ ウ） 委員名簿（ 委員の所属等を合む）  

（ エ） 病院長からの通知文書 

（ オ） 会議の議事要旨（ 審議及び採決に参加した委員の名簿を含む）  

（ カ ） その他委員会が必要と認めたもの 

( 2)   ( 1) に掲げる文書等は、 治験事務局職員が整理し 、 治験事務局において保存する。 

( 3)   治験事務局職員は、 委員会議事録（ 案） を作成し 、 委員長、 管理課、 事務部長の

合議を経て、 病院長の決裁を得た後、 保存する。  

 

8． 治験審査委員会委員名簿（ 次頁； 常に最新のものを添付する）  

 



X． 治験薬の管理 

 

1． 治験薬管理者 

  治験薬の管理は原則として薬剤部長が行う 。（ 以下「 治験薬管理者（ 薬剤部長）」 と

いう 。 取扱規定にいう 「 医薬品等管理者（ 薬剤部長）」 に相当する。）  

 

2． 管理手順 

1 )  薬剤部長による管理 

  治験薬管理者（ 薬剤部長） は治験にかかる受託研究契約締結後に治験薬等を受け入

れ、 以下により 当該治験薬の管理業務を行う 。  

( 1)   治験薬管理者（ 薬剤部長） が治験薬を受け取る際、 治験依頼者から日付・ 品名・

種類・ 数量等を明記した医薬品等引渡書（ 別紙様式第７ 号） を受け取る。 同時に治験

依頼者発行の納品書を受け取り 、 治験依頼者指定の受領書を治験依頼者に発行する。 

( 2)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は当該治験薬の医薬品等受払簿（ 別紙様式第８ 号） を

作成する。  

( 3)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は治験薬を受け入れる際、 治験依頼者から以下に掲げ

る書類等を入手する。  

（ ア） 治験薬の管理に関する手順書（ 省令第 16 条第 6 項）  

（ イ ） 必要に応じ治験薬の取扱方法を説明した文書（ 省令第 16 条第 7 項）（ 治験薬の許

容される保存条件、 使用期限、 溶解液及び溶解方法並びに注入器具等に関する取扱

方法を説明した文書）  

（ ウ） 治験薬の製剤見本、 又はその写真 

（ エ） その他当該治験薬の管理に必要とするもの 

( 4)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は必要に応じ治験薬を薬品マスタ に登録し 、 治験責任

医師に治験薬の請求方法について周知する。  

( 5)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は治験薬の概要を患者サービス課に連絡し 、 医事点数

マスタの登録を依頼する。  

( 6)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は受領した治験薬等を管理・ 保管する。 また必要に応

じ使用後残薬の回収保管、回収義務のある使用済容器の回収保管、回収義務のある空

箱の保管を行う 。  

( 7)   前記（ 3） 〜（ 6） の業務は薬剤部治験薬管理室において行う 。  

( 8)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は治験薬について払い出し （ 調剤）・ 返還等の数量管理



を行い、 管理内容を医薬品等受払簿（ 別紙様式第８ 号） に記載する。 この業務は薬剤部

調剤室、 注射薬補給室又は治験薬管理室が行う 。  

 

2 )  治験責任医師による管理 

  取扱規程における医薬品等管理者（ 薬剤部長）が管理することが適当でない場合は、

治験責任医師が治験薬管理者となる。（ 以下治験薬管理者（ 治験責任医師） という 。）

治験薬管理者（ 治験責任医師） が治験薬等を管理するときは以下の手順による。  

( 1)   治験薬管理者（ 薬剤部長） が 1 )  − （ 1） 〜（ 6） の業務を行う 。  

( 2)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は治験薬管理者（ 治験責任医師） に受け入れた治験薬

等及び 1 )   -（ 3） に記した書類等を払い出す。 その際、 治験薬等保管証（ 運用様式

第１ 号） を受領する。  

( 3)   治験薬管理者（ 治験責任医師） が 1 )  -（ 8） の業務を行う 。  

( 4)   当該治験終了後に治験薬管理者（ 治験責任医師） は残薬数量を確認の上、 空箱、

空バイアル等の回収すべきすべてのものと共に治験薬管理者（ 薬剤部長）に返却する。 

 

3． 治験薬の回収 

( 1)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は当該治験の終了若し く は中止の確認後、 あるいは相

当な理由（ 有効期限切れ等） による治験依頼者の治験薬回収依頼に対し 、 治験依頼者

に回収されるべき残薬等の回収に応じる。 その際に、 返却されるものの種類・ 数量を

明記した医薬品等返却確認書（ 運用様式第２ 号） 及び依頼者指定の治験薬等回収書を

受領し 、依頼者指定の治験薬等返却書を発行する。また、然るべき処分の依頼に応じ 、

処分の内容を記した証明書を治験依頼者に発行する。  

 

4． 記録の作成 

( 1)   治験薬管理者（ 薬剤部長） は治験薬管理業務に関する最終且つ系統的な記録を作

成する。 これは治験事務局において保存管理される。 この記録には、 日付、 品名、 種

類、 数量、 製造又は製品番号あるいは製造記号、 使用期限、 被験者のイニシャル等を

含み、 治験実施計画書に規定された量の治験薬が被験者に投与され、 又は中止され、

治験依頼者から受領し た全ての治験薬の数量が正し く 管理さ れたこと を示す内容を

記載する。治験実施計画書からの逸脱や、治験薬の紛失等の事象についても正確に記

録する。  

 



XI ． モニタ リ ング及び監査に関する手順 

 

1． 実施の要件 

  モニタリ ング及び監査の実施には以下の事項を要件とする。  

( 1)   治験の契約内容において、 本院がモニタ リ ング及び監査を受けることに同意して

いること 。  

( 2)   治験責任医師及び治験分担医師がモニタ リ ング及び監査を受けることに同意して

おり 、被験者にその診療情報がモニタリ ング対象となり う ることについて、あらかじ

め同意書により 同意を得ていること 。 また、 モニタリ ング及び監査の実施に際し 、 モ

ニター及び監査実施者が診療録、診療情報データ等の原資料のコピーの持ち出しの依

頼がある場合は、あらかじめ被験者の秘密が保全されることを条件に本院の許可を得

た上で持ち出すことがある旨を含めて同意を得ていること 。  

( 3)   モニタ ー及び監査実施者が電子カルテ上の情報を閲覧する際は、 Ｃ Ｒ Ｃ または治

験事務局職員あるいは治験担当医師の同席を要し 、事前に申請された症例に限るもの

とする。  

 

2． 実施者の要件 

  モニター（ モニタ リ ング実施者） 及び監査実施者には以下の事項を要件とする。  

( 1)   モニタ リ ングまたは監査の申請時に、 治験依頼者がモニタ リ ングまたは監査を行

う に適格であると 認め指名し たモニタ ー又は監査実施者であること を証する書類を

提出できること 。  

( 2)   モニター及び監査実施者は、治験依頼者又は CRO（ 医薬品開発業務受託機関） に属

する職員であること 。  

 

3． 実施の申請 

  モニタリ ング及び監査の実施申請は以下の手順で行う 。  

( 1)   モニタ ー及び監査実施者は、 治験モニタ リ ング申請書（ 運用様式第３ 号； 監査の

際はモニタリ ングを監査、モニターを監査実施者と変える）を治験事務局に提出する。

その際、治験依頼者が当該治験のモニタリ ングまたは監査を行う に適格であると認め

指名し たモニタ ー又は監査実施者であること を証する書類またはその写し を添付す

る。 モニタリ ングまたは監査を実施する都度手続きを必要とする。  

( 2)   監査実施の申請は、 原則と して実施予定日の２ 週間前までに治験事務局に申請書



を提出する。  

( 3)   治験事務局職員は、 ( 1)による申請があった場合、 必要に応じ治験依頼者または治

験責任医師あるいはその両者と協議の上、 実施日時、 場所を決定、 通知する。 実施日

が近接している場合、依頼者は予め治験責任医師と日時、場所を協議の上申請しても

良い。  

( 4)   モニタ ーは直接閲覧を伴わないモニタ リ ングに際しては、 予め日時を申し入れた

後、当日治験事務局において申請を行い、実施後モニタリ ング報告書を治験事務局に

提出する。  

 

4． 直接閲覧を伴う モニタリ ングの実施方法 

( 1)  モニタリ ング実施日時及び場所は、 治験事務局に申請書を提出し 、 治験事務局が決

定した日時及び場所とする。  

( 2)  モニタリ ングには治験責任医師または治験分担医師あるいはＣ Ｒ Ｃ が立ち会う 。  

( 3)  モニターは、 モニタリ ング終了後には、 治験事務局において予定通り 行われた旨又

は予定から変更された際は変更内容を報告し 、 必要に応じ申請書に変更内容を追記す

る。  

( 4)  モニターは、 治験依頼者へ提出するモニタリ ング報告書の写し又はそれに変わる報

告書を治験事務局に提出する。  

 

5． 監査の実施方法 

( 1)   監査は、 原則的に治験管理センターにおいて実施する。（ 但し 、 やむを得ない場合

は治験事務局長と監査実施者との協議により 場所を定め実施する。）  

( 2)   監査実施者は、 治験依頼者へ提出する監査報告書の写し 又はそれに変わる報告書

を治験事務局へ提出する。  

 

XI I ． 同意説明文書作成と同意取得の手順 

 

1． 同意説明文書の作成 

( 1)   治験責任医師は、 被験者の同意を得るに際しての説明文書（ 以下同意説明文書と

いう ） を、 治験依頼者の協力を得て治験申請前に作成する。  

( 2)   同意説明文書には、省令に掲げる次の 15 項目を明確に記載することが必要である。 

（ ア） 当該治験が試験を目的とするものである旨 



（ イ ） 治験の目的 

（ ウ） 治験責任医師の氏名、 職名及び連絡先 

（ エ） 治験の方法 

（ オ） 予測される治験薬の効果及び予測される被験者に対する不利益 

（ カ ） 他の治療方法に関する事項 

（ キ） 治験に参加する期間 

（ ク ） 治験の参加を何時でも取り やめることができる旨 

（ ケ） 治験に参加しないこと 、 又は参加を取り やめることにより 被験者が不利益な取扱

いを受けない旨 

（ コ ） 被験者の秘密が保全されることを条件に、 モニター、 監査担当者及び治験審査委

員会が原資料を閲覧できる旨（ なお、依頼者がモニタリ ング及び監査の実施に際し 、

原資料（ 診療録、 診療データ等） のコピーの持ち出しを希望する場合は、 被験者の

秘密が保全されることを条件にモニター及び監査担当者に持ち出しを許可する場合

がある旨の記載が含まれていること ）  

（ サ） 被験者に係る秘密が保全される旨 

（ シ） 健康被害が発生した場合における実施医療機関の連絡先 

（ ス） 健康被害が発生した場合に必要な治療が行われる旨 

（ セ） 健康被害の補償に関する事項 

（ ソ ） その他、 当該治験に係る必要な事項 

( 3)   Ｇ Ｃ Ｐ に準拠するためには、 同意説明文書に少なく と も次の事項を含むことが必

要である。 なお、 各事項の後に前項の関連事項名を付した。  

（ ア） 治験が研究を伴う こと ：（ ア） 関連 

（ イ ） 治験の目的：（ イ） 関連 

（ ウ） 治験の方法（ 治験の試験的側面、 被験者の選択基準、 及び無作為割付が行われる

場合は各処置に割り 付けられる確率を合む。）：（ エ） 関連 

（ エ） 被験者の治験への参加予定期間：（ キ） 関連 

（ オ） 治験に参加する予定の被験者数：（ ソ ） 関連 

（ カ ） 予期される臨床上の利益及び危険性又は不便（ 被験者にとって予期される利益が

ない場合には、 被験者にその旨を知らせなければならない。 被験者にとって予期さ

れる利益がない旨の記載を必要とする。）：（ オ） 関連 

（ キ） 患者を被験者にする場合には、 当該患者に対する他の治療方法の有無及びその治

療方法に関して予測される重要な利益及び危険性（ 特に重篤な副作用、 有害事象の



発生頻度等）：（ カ） 関連 

（ ク ） 治験に関する健康被害が発生した場合に被験者が受けることのできる補償及び治

療：（ ス） 及び（ セ） 関連 

（ ケ） 治験への参加は被験者の自由意思によるものであり 、 被験者又はその代諾者は、

被験者の治験への参加を随時拒否又は撤回することができること 。 また拒否・ 撒回

によって被験者が不利な扱いを受けたり 、 治験に参加しない場合に受けるべき利益

を失う ことはないこと ：（ ク ） 及び（ ケ） 関連 

（ コ ） 治験への参加の継続について被験者又はその代諾者の意思に影響を与える可能性

のある情報が得られた場合には速やかに被験者又はその代諾者に伝えられること ：

（ ソ ） 関連 

（ サ） 治験への参加を中止される場合の条件又は理由：（ ソ ） 関連 

（ シ）モニター、監査担当者、治験審査委員会及び規制当局が原資料を閲覧できること 。

その際、被験者の秘密は保全されること 。（ なお、依頼者がモニタリ ング及び監査の

実施に際し 、 原資料のコピーの持ち出しを希望する場合は、 被験者の秘密が保全さ

れることを条件にモニター及び監査担当者に持ち出しを許可する場合がある旨の記

載が含まれていること ） また、 同意文書に被験者又はその代諾者が記名・ 捺印又は

署名することによって閲覧を認めたことになること ：（ コ ） 関連 

（ ス） 治験の結果が公表される場合であっても、 被験者の秘密は保全されること ：（ サ）

関連 

（ セ） 被験者が費用負担をする必要がある場合にはその内容：（ ソ ） 関連 

（ ソ ） 被験者に金銭等が支払われる場合にはその内容（ 支払額算定の取り 決め等）：（ ソ ）

関連 

（ タ ） 治験責任医師又は治験分担医師の氏名、 職名及び連絡先：（ ウ） 関連 

（ チ） 被験者が治験及び被験者の権利に関してさらに情報が欲しい場合又は治験に関連

する健康被害が生じた場合に照会すべき又は連絡をとるべき実施医療機関の相談窓

口：（ シ） 関連 

（ ツ） 被験者が守るべき事項：（ ソ ） 関連 

( 4)   同意説明文書は、 可能な限り 専門用語は使わず、 分かり やすく 、 読み易い表現に

する。  

( 5)   同意説明文書には、 被験者を惑わしたり 、 不利にするよう な言い回し 、 同意を促

す表現を記載してはならない。  

 



2． 文書による説明と同意の取得 

( 1)   治験責任医師又は治験分担医師は、 被験者となるべき者を治験に参加さ せるとき

は、あらかじめ治験の内容、その他の治験に関する事項について当該者の理解を得る

よう 同意説明文書を用いて十分に説明し 、治験への参加について自由意思による同意

を文書により 得る。  

( 2)   同意の能力を欠く 等によって被験者と なるべき者の同意を得ることは困難である

が、当該治験の目的上それらの被験者を対象とした治験を実施することがやむを得な

い場合（ 例えば、 未成年者や重度の痴呆患者を対象とする場合） には、 治験責任医師

又は治験分担医師は、代諾者となるべき者に対して同意説明文書を用いて十分説明し 、

治験への参加について文書による同意を得るものとする。 この場合、同意に関する記

録とともに代諾者と被験者との関係を示す記録を残すものとする。  

( 3)   被験者となるべき者又は代諾者となるべき者が説明文書を読むことができないが、

口頭又は他の伝達方法で、その内容を理解することができる場合には、説明に際して

公正な立会人を要することとする。 この場合には、被験者となるべき者又は代諾者と

なるべき者に加え、 立会人も同意文書に記名・ 捺印又は署名し 、 自ら日付けを記入す

るものとする。  

 （ 注）： 同意文書取得時における立会人 

     治験責任医師・ 治験分担医師及び治験協力者は説明をする側に位置する者で

あり 、 公正な立会人としては適当でない。  

( 4)   治験責任医師又は治験分担医師は、 被験者に対する直接の臨床的利益が予期され

ない非治療的治験においては、必ず被験者となるべき者から同意を得なければならな

い。（ ただし 、 ( 5)に掲げる場合を除く 。）  

( 5)   非治療的治験において、 次の（ ア） から （ エ） に掲げる事項が全て満たされる場

合には、被験者となるべき者の代諾者による同意を得て治験を行う ことができる。 こ

のよう な治験は、例外が正当化される場合を除き、治験薬の適応となることが意図さ

れた疾病又は症状を有する患者において行われるべきである。また、治験責任医師又

は治験分担医師は、このよう な治験における被験者に対しては、特に綿密な観察を行

い、もし不当な苦痛を受けていると見受けられた場合には治験を中止しなければなら

ない。  

（ ア） 治験の目的が、本人による同意が可能な被験者による治験では達成されないこと 。 

（ イ ） 被験者に対する予見しう る危険性が低いこと 。  

（ ウ） 被験者の福祉に対する悪影響が最小限とされ、 かつ低いこと 。  



（ エ） 代諾者となるべき者の同意に基づいて被験者を治験に組み入れる旨を明示した上

で治験審査委員会に承認の申請がなされ、 かかる被験者の参加を承認する旨承認文

書に記載されていること 。  

( 6)   説明及び同意文書取得は以下の手順で行う 。  

（ ア） 治験の社会的重要性の説明 

（ イ ） 院内の治験体制の説明 

（ ウ） 立会人がいる場合（ 被験者の関係者以外） は、 その理由の説明 

（ エ） 治験内容の説明 

（ オ） 同意文書（ 承諾書： 別紙様式第９ 号） 取得 

（ カ ） 承諾書の交付 

   治験責任医師又は治験分担医師は、（ オ） により 記名・ 捺印又は署名し た承諾書

の写し （ 被験者交付用） を被験者（ 代諾者の同意を得た場合にあっては代諾者） に

交付する。  

（ キ） 承諾書の写しの提出 

   治験責任医師又は治験分担医師は、 治験薬の処方に先立ち、 承諾書の写し （ 薬剤

部提出用） を薬剤部に（ 患者サービス課提出用） を薬剤部を通じて患者サービス課

にそれぞれ提出する。  

（ ク ） 承諾書の保管 

   治験責任医師は、 説明文書及び承諾書（ 診療録貼付用） を診療録（ カルテ） に貼

付して保存する。  

（ ケ） 終了時の手続き  

   治験責任医師は、 治験（ 中止・ 終了） 報告書（ 別紙様式第 16 号） 提出時に、 承

諾書の写し （ 終了報告書添付用） を添付する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


